
















































































































































































































































































































順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語
出現
回数
1 日本語 37 1 日本語 31
2 発表 35 2 指導 23
3 方法 19 3 教える 21
4 知識 17 4 学習 20
5 教える 16 5 実際 20
6 教育 16 6 方法 13
7 レジュメ 13 7 教授 11
8 レポート 13 8 具体 10
9 情報 13 9 学べる 9
10 学ぶ 11 10 授業 9
11 学べる 11 11 学ぶ 8
12 学習 11 12 教育 7
13 仕方 11 13 教員 7
14 思う 11 14 内容 7
15 資料 10 15 勉強 7
16 教員 9 16 教科書 6
17 調べる 9 17 使う 6
18 勉強 9 18 知る 6
19 作り方 8 19 聞く 6
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